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はじめに

2011年 9月から 1年間､ 専修大学長期在外研究員制度により､ ロンドン大学経済政治

学院 (���) の客員研究員として在外研究を行う機会を得た｡ 幸い､ 同業の夫も同じ期間

にロンドン大学東洋アフリカ研究学院 (����) の客員研究員として在外研究を行えるこ

とになったため､ 当時 5歳 (保育園年中クラス) の娘と中学 1年の息子を伴い､ 家族でロ

ンドン郊外での生活を体験することができた｡ 子供達がそれぞれ現地の公立の小学校と中

学校に通ったため､ 私自身も英国1)の教育制度や学校運営､ 授業内容などに実際に関わり

ながら観察することができた｡ 英国の初等中等教育の実例を観察できたことにより､ 日本

の教育を相対化することができ､ 大学教育についても示唆を得ることが少なくなかった｡

そこで､ 子供達の学校生活を通じて得られた英国の初等中等教育に関する見聞を紹介し､

若干の感想を述べてみたい｡

1 英国の教育制度と学校運営の特徴
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英国公立学校の初等中等教育を観察して

藤田 由紀子

1 ) 本稿では､ イングランドを指す｡



( 1 ) 英国の教育制度

英国では､ 5歳から 16歳までの 11年間 (初等教育 6年間､ 中等教育 5年間) が義務教

育とされている｡ 初等中等教育の学校としては､ 大きく､ 地方教育当局2)により設置・維

持される公立学校 (����������������������������) と､ 公費を受けない私立学校 (�����

�������������) の 2つに分けられる｡ 小学校 (�������������) は､ 1年生と 2年生のイ

ンファント・スクールと 3年生から 6年生までのジュニア・スクールに分かれて設立され

ている場合もあり､ また､ インファント・スクールに就学前の 4歳児をレセプション・ク

ラスとして受け入れていたり3)､ 3歳児の幼稚部 (�������) が併設されている小学校も少

なくない｡ また､ 中学校 (���������������) は､ 7年生から 11年生までの 5年間である

が､ 義務教育の終了後は､ 今日では 7割以上の生徒が､ 2年間のシックス・フォーム (���

�������､ 日本の高校に相当) での教育を受けている｡

( 2 ) 学校運営の特徴

英国の公立学校は､ 1980年代以降の教育改革の結果､ 各学校におかれる学校理事会

(�������������) が､ 財政や人事､ 教育方針に関する決定権限を持つようになった｡ 例

えば､ 校長の人事は学校理事会が決定し､ 教職員の採用は校長が理事会の同意を得て決定

する｡ 校長及び教職員は理事と協議しながら､ 年度ごとや長期の学校改革と教育成果の向

上計画を作成し､ その達成度を報告するなど､ 学校の経営と運営は学校理事会によって遂

行されている4)｡

英国の学校理事会に対して､ 日本では学校評議員制度が想起されるかもしれないが､ 学

校評議員制度は､ 校長が保護者や地域の意向を把握し､ その協力・支援を得るための仕組

みであり､ ｢学校運営について責任を持って決定する学校理事会のようなものとは制度的

に異なり､ 校長が行う学校運営に関し､“学校外の意見を聴取する機関”という性格を有

するもの｣5)として導入されたので､ 英国の学校理事会とは機能的に全く異なるといえる｡
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2 ) イングランドでは､ 地方公共団体における教育部局として 150 の地方教育当局 (�����
������������������������) が存在する｡ その役割は､ 1996年教育法第 13条において､ ｢地
域における精神的､ 道徳的､ 知的及び身体的発達に貢献するため､ 地域住民のニーズに沿った
効果的な初等教育､ 中等教育及び継続教育を保証する｣ こととされている｡ 自治体国際化協会
『英国の教育』 2002年､ 18頁｡

3 ) 英国で幼児教育施設が充実していなかったことを反映して､ 1990年代末頃までに多くの小
学校で 4歳児を受け入れるようになった｡

4 ) 佐貫浩 『イギリスの教育改革と日本』 高文研､ 2002年､ 81 82頁｡
5 ) 地方課 ｢学校評議員制度について｣ 『教育委員会月報』 27頁｡



校長のリーダーシップに関しては､ 日本よりも英国の方が強い｡ 英国では校長の採用も学

校理事会が決定するが､ 一般的に､ 学校運営は校長の強いイニシアティブの下に行われて

いる6)｡ 英国の公立学校は私立学校に近い経営を行っており､ 校長と教職員はその学校に

雇用されるので､ 定期的な他校への人事異動はない｡ 校長は長期間同一校に在職し､ 教職

員の採用に大きな影響力を有し､ 広い裁量の下で学校運営に取り組むことができる｡

しかしながら､ 英国では､ 1980年教育法により保護者による学校選択制度が導入され､

その後､ 1988年教育改革法で学校の定員を物理的に可能な最高限度まで上げるオープン・

エンロールメントが実施されたことにより､ 保護者の学校選択の幅が広げられた｡ また､

1988年法で設定されたナショナル・カリキュラムの到達度を調べるために､ 7歳､ 11歳､

14歳の生徒を対象とする全国テスト (����) が実施されているが､ その成績は､ 学校ご

とに公表される｡ さらに､ 1992年教育法で設置された教育基準局 (������) により､ 4

年に 1度､ 学校への査察が行われ､ その評価結果も公開される｡ これらの結果は､ そのま

ま校長の評価につながるため､ 良い結果を出せなければその職を追われ､ 失業さえしかね

ないのである｡

2 ロンドンの教育事情

英国では各学校で受け入れ可能な児童・生徒の定員が定められており､ 地域の中で学校

定員を超える就学児がいる場合にも､ 特別の措置が無い限り､ 各学校は定員を超える受け

入れを行えない｡ そのために､ 1996年教育法により義務教育年齢の全ての子供に就学の

機会を保証することが基礎自治体の責任として法定されているにも関わらず､ 就学年齢に

達している子供が就学できずに自宅待機等を強いられるという問題が､ 特に人口が集中す

るロンドンにおいて深刻になっている7)｡ ロンドンの 33の基礎自治体を代表するロンド

����

6 ) 佐貫､ 前掲書､ 140頁｡
7 ) 2010�11年度から 2014�15年度にかけての児童・生徒数の増加率が､ ロンドンを除くイング
ランドでは 4％であるのに対し､ ロンドンは 9�2％に上るという (��������������������������
���������������������������������������1477�����������1､ 最終閲覧日 2014年 2月 9日､以下
同様)｡ その背景としては､ ロンドンにおける移民の増加､ 出生率の予想を超える上昇や子ど
もが生まれてからもロンドンに住み続ける親の増加などが指摘されている (����������������
�������������������������������������������������������������������)｡ ロンドンのフリーペー
パーであるイブニング・スタンダード紙も､ レセプションとして就学すべき 4歳の少女が､ 就
学機会を提供されず､ 3歳児が通う幼稚園への通園を強いられている事例を報じていた｡ �����
�������������������������������������������������������������������7 �������2011�
��10�



ン・カウンシルズが 2011年 3月に行った調査によれば､ 2011年から 2015年 3月までの

間にロンドンでは約 6万 5000人分の小学校の定員不足が予測されるということであった｡

この問題に対応するために､ 政府はロンドン区およびシティへ 2011年末に 5億 2800万ポ

ンド､ 2012年 4月にも 3億ポンドの追加資金を学校定員の拡大のために配分した｡ この

ような財源措置を背景に､ 2012年 9月の新学期に向けて､ ロンドン全体で 241教室の新

設が進められたが､ ロンドン・カウンシルズによれば､ 2016年までの定員不足に対応す

るためには､ 更に 17億ポンド以上の財源が必要であるとされている8)｡

ロンドンにおいては､ 公立学校への児童・生徒の入学許可は基礎自治体が一括して管理

しており､ 2011年 9月入学者からは､ ロンドンの全基礎自治体が同一日に一斉に入学許

可の結果を発表するようになった｡ そのために設置された全ロンドン入学許可委員会によ

れば､ 2012年 9月の入学予定者で第 6希望までの小学校に入学を許可されなかった児童

は､ ロンドン全体で約 6％､ 6200名いるという｡ そのうち､ 4700名は第 6希望までの学

校以外の学校を指定され､ 更に 1500名は入学できる学校が全くないという状況であっ

た9)｡

なお､ 定員自体の不足とともに､ ロンドンでの入学問題を複雑にしている要因として､

地域間格差と学校間格差の問題もある｡ 既に述べたように､ 英国では ����の成績や

������による評価が学校ごとに公表されるため､ それらが保護者による学校選択を強

く動機付けており､ 特にロンドンではその傾向が強い｡ 実際に人気の高い学校の周辺地域

の不動産価格は他の地域よりも割高であり､ 不動産の広告にも人気校の学区である旨が表

示されていたり､ 子供を人気校へ入学させるためにその学区内の不動産を探す親も多い｡

そのために､ 評判の高い一部の学校に入学希望者が殺到するという現象が生じている｡

1980年代から 90年代にかけて､ 英国では社会階層の格差が拡大したとされているが､ 地

域格差の拡大と併せて､ 保護者の学校選択制度が学校間格差の拡大､ 学校の階層化を促進

させたとの見方もある10)｡

3 公立小学校での学習と生活
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8 ) �����������������������������������������������������������������1477�����������1
9 ) �����������������������������������������������������������������1478
10) 佐貫､ 前掲書､ 29頁｡



私達が暮らしたのは､ ロンドン北部に位置するバーネット区であった｡ 同区は､ 86�74

平方キロメートルの面積を有し､ 様々な移民のコミュニティを統合して形成された歴史を

持つ｡ 2011年の登録住民数は約 35万 6400人であり､ その民族的内訳は､ 白人 64�1％､

黒人 9�4％､ インド人 7�8％､ パキスタン・バングラディッシュ人 2�1％､ 中国人 2�3％､

他のアジア人 7�9％､ その他 6�3％である11)｡ 同区は､ ｢成功したロンドン郊外｣ として､

2001年からの 10年間で約 3万 300人､ 9�5％の人口増加がみられ､ 今後も 2016年までに

1万 9400人､ 5�5％の増加が予測されている｡ さらに､ 年間出生数もこの 10年間で 28％

上昇しており､ 2011年には約 5300人の新生児が生まれている｡ 年間出生数の上昇率はロ

ンドン全体では 23％､ 全国では 17％であり､ 同区の 28％は非常に高い数値である12)｡

バーネット区には､ 4つの幼稚園 (�������������) (2012年の在校生数 495人､ 以下

同様)､ 89の小学校 ( 2万 8552人)､ 22の中学校 (2万 2174人)､ 4つの特別校 (�������

������) (412人) がある13)が､ 上記のような人口と出生数の増加を受けて､ 学校定員の

不足の状態が続いており､ 2009年からの 3年間は毎年 30名分ずつレセプションの定員が

臨時増員された｡ さらに､ 2012 13年度より､ 娘が通っていた小学校のレセプションにお

いて､ 従来の 1学年 3クラス制から 4クラス制への定員増が開始されるなど14)､ 地方自

治体の財源が縮減される中で､ バーネット区では学校教育関係費に高いプライオリティが

つけられていた｡

( 1 ) 小学校編入までの手続

娘は 2011年 9月に 5歳になっていたので､ 小学 1年生への編入だった｡ 既述の通り､

ロンドンの学校定員の不足の状況は､ 私達が住んでいたバーネット区でも深刻なものであっ

たが､ 英国に出発する１ヶ月程前の 8月上旬より日系不動産業者のホームページを通じて

物件を探し始めたところ､ 幸運にも公立小学校のモスホール・インファント・スクール

(以下､ ���とする) に隣接する物件があり (学校から自宅までの距離は入学許可者決定

の際の重要な要因であり､ 学校から近ければ近いほど有利になる)､ 同月中旬には手付金

����

11) ������������������������������������������������2012���7�������������������
�����������������������������619�����������������������������������������������

12) �����������������������������������2011���3�9�22�
��������������������������������������������352����������������������2011

13) ������������������������������������������11�
14) 拙稿 ｢英国地方自治体のコンサルテーション―公立小学校定員拡張プロポーザルを事例と
して―｣ 『都市とガバナンス』 ����19､ 2013年､ において､ この決定過程のコンサルテーショ
ン手続きについて論じている｡



を支払い､ 物件を押さえることができた｡

小学校への入学申請は､ バーネット区のホームページからダウンロードし､ 必要事項を

記入した申請書を担当部署まで郵送することが必要になる｡ 通常､ 居住証明は光熱費や住

民税の請求書などによるが､ とりあえず､ 正式な居住証明は後日提出するとして､ 代わり

に手付金の領収書のコピーを添付し､ 申請書類を日本から���で郵送した｡

その後､ バーネット区からは何の連絡もなかったので､ 渡英後の 9月 2日に直接担当部

署を訪ねることにした｡ 担当部署はバーネット区のコミュニティ・カレッジや行政施設な

どが集中するビジネス・パークの一角にあった｡ 建物を入るとレセプションの男性が担当

者に電話で連絡し､ その場で電話を代わったが､ 担当者からは娘は第 1希望の���に入

れるが､ 来週送付する通知を待つようにと言われたのみで､ 担当者との面会も適わずに帰

されてしまった｡ 英国に到着早々､ 日本の行政組織との勝手の違いを痛感する体験ができ

た｡

しかしながら､ 郵送されるはずの通知は 1週間以上待っても自宅に届かず､ 9月 12日､

再び担当部署に電話すると､ 娘は���のオファーが出ているので､ すぐ学校へ行けとい

う｡ そこで､ 学校を訪ねると､ 事務職員がパソコンの画面を確認しながら､ 確かに娘は当

校入学のオファーが出ているが､ そのオファーを保護者が承諾したというチェックがつい

ていない｡ 区の担当者がここにチェックを入れないと学校は入学手続に入れないという｡

そこで､ 再び担当部署に電話をし､ 我々はオファーを受諾するので､ その場でリストに受

諾のチェックを入れてくれるようにと促した｡ これでようやく入学許可が得られたが､ 次

には､ 学校の入学手続が事務職員の多忙を理由になかなか進まず､ ようやく 9月 15日に

���の校長先生への挨拶や事務的な説明､ 学校施設の案内を受け､ 翌 16日から登校でき

ることとなった｡

ちなみに､ 9月初めに郵送されると言われた担当部署からの通知は､ 9月 5日の日付で

���入学のオファーの諾否の返事を 2週間以内に行うようにという内容だったが､ 実際

に我が家に届いたのは 9月 23日だった｡ 通知作成から投函までの区役所内部の問題か､

投函後の郵便事業を担うロイヤルメールの問題かは不明であるが､ 入学までの一連の経験

は英国の ｢お役所仕事｣ のペースを知る貴重な機会であった｡

( 2 ) モスホール・インファント・スクールの特徴

���は､ レセプションから 2年生までの児童が在籍し､ 2年生を終了すると大部分の
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児童は､ 隣接するモスホール・ジュニア・スクール (以下､ ���とする) に進学する｡

娘が在籍した 2011 12年度までは､ ���､ ���共に各学年 3クラス制であったが､ 既述

の通り､ 2012 13年度より､ レセプションの定員を 30名増員して 4クラス制にし､ 順次

全学年を 4クラス制にしていく計画である｡ 両校にはそれぞれに校長と学校理事会が置か

れており､ 独立して経営されているが､ ���から���への在校生の継続性や､ 隣接す

る敷地で調理室やプール等の共用施設もあり､ 日本の���に相当する組織が主催する行

事の多くも共同で実施されるなど､ 両校は非常に密接である｡ 両校合わせて､ 貧困家庭児

童が 13％､ 要特別教育児童が 23％､ 英語を母国語としない児童が 50％､ 民族的少数派の

児童が 69％であり､ 児童の流動率は 10％である｡ ������の学校評価も 2011 12年度

に���は最高位の�����������､ ���も����の評価を受けており､ 2012年 9月のレセ

プション入学の募集では､ 定員 90名に対して､ 292名が���を第 1希望か第 2希望にす

るなど､ 地域の人気校として位置づけられている｡

ロンドン北部は日本人が多く居住していることもあり､ ���､ ���ともに在校生の約

1割は日本人である｡ 通常は 1クラスに 2～ 3人の日本人がいるが､ たまたま娘が所属す

����

���：���の看板
(校長名の掲示は､ 定期異動がないために長期間在職する校長が多いことを反映している)



ることになったキャタピラクラスは､ 日本人が 1人もいないという唯一のクラスだった｡

渡英当初､ 娘は全く英語ができなかったのでかなり苦労したと思うが､ 英語習得のために

は良い環境だったと思われる｡

英国の公立学校の義務教育は日本と同様に無償で提供される｡ また､ 教科書は貸与され､

各自が使うノートは支給される｡ ���では筆記具やハサミや糊等の文房具も学校のもの

を使用したし､ 編入時に体育の着替えを入れる巾着バッグと毎週図書室で借りた本を持ち

帰る絵本バッグが支給されていたので､ 編入のために準備するものは何もなく､ 毎日学校

に持って行くのはお弁当 (有料の給食と選択可能) と水筒くらいだった｡ 但し､ ���は

制服がなかったが､ 英国では制服がある公立小学校も多いので､ その場合には学校指定の

制服の準備は必要になる｡

無償とはいえ､ 授業の一貫としての観劇や遠足などの特別な学習機会がある時は､ あく

までも ｢強制ではない｣ ことを建前とする費用負担を求められることは多かった｡ また､

各クラスの経費として毎週 0�5ポンドの寄付やプールの維持管理費として年間 30ポンド

の寄付も呼びかけられていた (ちなみに､ 英国では､ 気候上､ 屋外プールを利用できる機

会が非常に少なく､ プールを設置する場合には屋内プールにする必要があるため､ プール

を持たない学校が大半であるが､ ���は���と共同でプールを有していた)｡

なお､ 英国では､ 小学生の学校への送迎を保護者等が行うことが義務づけられている｡

近隣の児童の入学が優先されるとはいえ､ かなり遠くから通ってくる児童の場合には車で

の送迎が多いので､ そのための交通渋滞が問題となることも多い｡ 学校も車以外の方法に

よる通学を奨励しているが､ 奨励されている通学手段として､ 徒歩や自転車の他にキック

スクーターがあり､ 実際に利用している児童も多く､ 学校にキックスクーター用の駐輪場

があるのは驚きだった｡ また､ 日本の保護者会のような機会はなく､ 先生と保護者との個

別面談が年に 1度あっただけだったが､ 他の保護者とは毎日の送迎で自然に顔なじみになっ

ていった｡

( 3 ) 1年生のカリキュラム

英国の公立小中学校は 3学期制がとられており､ 秋学期が 9 12月､ クリスマス休暇を

経て､ 春学期が 1 3月､ イースター休暇を経て､ 夏学期が 4 7月である｡ しかし､ 日本

と大きく異なるのは､ 各学期の真ん中でハーフタームと呼ばれる 1週間ほどの休暇がある

ことである｡ 従って､ 1年間はさらに 6期に細分化されることになる｡

������������������
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�� ���の 1年生が学ぶトピックスの概要
学期 トピック 学習項目 遠足とイベント

秋学期前半 ①海賊

②発明

・ラベルとキャプションを書く
・数(ナンバー・ファクト)を理解
し､ 使用する
・物質(材料)を分類する
・地図とプランをつくる
・体操
・特別な人々
・道具と材料を使う

・説明書を書く
・計算と計測
・科学的な質問をする
・重要な人々
・発明品
・記録の経験
・情報通信技術(���)を利用して
情報を集める

海賊ショー
(劇団のパフォーマンスを鑑賞す
る)

エブリバディ・ライツ・デイ

秋学期後半 ①城

②クリスマス

・伝統的な物語を書く
・計測と形
・出来事を順序化する
・目的のための音楽を作る
・物質(材料)に印をつけて測る
・安全な場所を理解する

・テーマに基づいた詩
・算数を使って応用する
・数(ナンバー・ファクト)を理解
する
・質問をする
・いくつかの場所(国)を英国と比
較する
・宗教上重要な人々
・ダンス

クリスマス・コンサート
(学年全体で 『クリスマスの前の
晩』 を朗読・歌・ダンスで演ずる)

観劇(『大きなかぶ』のパントマイ
ムを鑑賞する)

春学期前半 ①怪物と野獣

②楽器

・ファンタジーの世界
・序数
・生き物とそれらの特徴を理解す
る
・異なる場所(国)を説明する
・情報通信技術(���)によって絵
や音をつくる
・特別な人々
・好きなもの､ 嫌いなものを表現
する

・パターンとリズム
・10までの数を数える
・音がどのように変化するかを知
る

モンスター・シネマ・モーニング
(『グラッファロー』と『グラッファ
ローの子ども』のアニメ映画をホー
ルで上映する)

ジュニアスクール・ミュージック・
アフタヌーン
(���での楽器の演奏会を聞きに
行く)
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・年代順
・地図と地球儀を使う
・物質(材料)の質感を探求する

春学期後半 ①衣服

②チョコレー
ト

・ノンフィクションを書く
・データを扱う
・歴史の出来事を順序化する
・異なるタイプの音楽を聴く
・ゲーム
・コミュニティの人々

・インフォメーション・テキスト
・形を理解する
・材料を変化させる－加熱／冷却
・食品のデザインと安全
・健康であること
・テータと表を使う

サイエンス・ウィーク

おもちゃワークショップ
衣料ワークショップ
(19世紀後半のデザインの服を着
る)

スミス菓子店へのローカル・ウォー
ク

チョコレート・エクストラバガン
ザ
(子供達が企画・製作したチョコ
レートを販売する)

夏学期前半 ①宇宙

②クイーンズ・
ジュビリー

・詩－センス
・2桁の数字を分割する
・光源を特定する
・音を探求する
・リスクを特定する
・情報を集める
・ゲーム

・情報を入力する
・容積を比較する
・人々の暮らしの中のイベントを
認識する
・異なる場所(国)を説明する
・考えを話す
・野外の冒険アクティビティ
・大いに集中して聞く
・初めての経験を記録する

グリニッジ王立天文台
(プラネタリウム鑑賞)

ダイヤモンド・ジュビリー・スト
リート・パーティー
(全校児童が校庭でお弁当を食べ
る)

夏学期後半 ①オリンピッ
ク

②パフォーマ
ンス・アー
ツ

・世界中のお話
・時間を読む(時／時半)
・人々の間の相違を認識する
・どこにその場所(国)があるかを
特定する
・ダンスを通じて感情を表現する
・自分自身について肯定的な感情
を表現する

・順を追って話を書く
・奇数を偶数を理解する
・説明に従う
・異なる生活様式を理解する
・異なる目的のための音を探求する
・安全のためのルールを知る
・アスレティック

お楽しみディ
( 1年間の最後のパーティーとし
て､ 学年全体でゲームをしたり､
ごちそうを食べる)

サーカス・スキルズ・デイ
(劇団員に皿回しやジャグリング
などを教えてもらう)



既述の通り､ 英国にもナショナル・カリキュラムはあるが､ 日本の学習指導要領と比べ

るとかなり緩やかで､ ナショナル・カリキュラムの内容をどのように教えるかは､ 各学校

のカリキュラムに責任を持つ校長に委ねられている｡ 従って､ 同じ公立学校でも教え方に

は大きな差がある｡ 例えば､ ���ではペーパーテストは一切なかったが､ ������の評

価を向上させることに熱心な近隣の小学校では､ 1年生でも毎週スペリングのテストが行

われていると聞いた｡

���の授業は､ 基本的にトピック学習という方法で進められる｡ トピック学習とは､

あるテーマについて､ 国語､ 算数､ 理科､ 社会などの様々な科目の学習内容を含みながら

総合的に学習する方法である｡ ���の 1年生の年間のトピックスの概要は表 1 の通りで

あった｡ 12のトピックスの全てが興味深いものであったが､ その中から 3つのトピック

スを紹介したい｡

(ａ) 海賊の学習 (秋学期前半)

娘の編入時は海賊のトピックを学んでおり､ 先生から海賊のお話を聞いたり､ 海賊の本

を読んだり､ 海賊の絵を描いたり､ 海賊船を作る工作をしたり､ 海賊に扮した劇団員のパ

フォーマンスを観たりした｡ そして海賊の学習の最後には海賊パーティーが開催された｡

その日は海賊のコスチュームで登校し､ パーティーではゲームをしたりお菓子を食べたり

したそうだ｡ 娘はこの時期､ 全く理解できない英語だけの環境の中で､ 周りの動きに合わ

せて行動するのに必死で､ まだ学習内容を楽しむ余裕はなかったためにとても残念だった

が､ 私自身はこうしたトピック学習に大いに興味を持った｡ ちなみに､ 先生の話を聞くと

きは子供達はカーペットの上に車座になる｡ 机の上で絵を描いたり作業をしたりすること

はあるが､ カーペットの上で行われるアクティビティも多い｡ 先生は子供達に問いかけな

がら話を進め､ 子供達も先生の問いかけに実に良く応答していた｡ また､ ���の授業で

は教科書は一切使われておらず､ ごく稀に必要がある時にはプリントが配られていた｡

(ｂ) チョコレートの学習 (春学期後半)

イースターにちなんだチョコレートの学習も興味深かった｡ ゆで卵をカラフルに彩色し

たものをイメージしていたイースター・エッグは､ 今日､ 特に英国ではチョコレートにとっ

て代わられているのである｡ 娘の学校のチョコレート学習は､ 地域の大通りに古くから店

を構えるお菓子屋さんへの訪問に始まり､ チョコレートの原料のカカオがどこで生産され

����



るか､ カカオからどのようにチョコレートになるかを学び､ 実際に校内のキッチンでチョ

コレート菓子を作ったりした｡ また､ 担任の先生は毎朝ロアルド・ダールの 『チャーリー

とチョコレート工場』 の読み聞かせをしてくれた｡ そして学習の仕上げは､ 6人程度のグ

ループに分かれ､ チョコレートの商品化の企画をし､ 春学期の最終日に自分たちで販売す

るというものだった｡ グループの中でどんなチョコレートにするか､ 材料､ 形からラッピ

ングの方法に至るまでアイデアを出し合い､ それらを１つにまとめ､ 実際に製作する作業

は､ 1年生には少し難しいのでボランティアの父母達がヘルパーとして参加した｡ 販売会

ではグループ毎に店を出し､ 保護者を招いて 1個一律 50ペンスで販売された｡ 販売会の

最後に､ 全てのグループの売上金が集められ､ 先生が ｢皆さんのおかげでこんなに売り上

げがありました｣ とそのお金を子供達に見せると､ 子供達からは大歓声が上がった (その

売上金は学校の収益になる)｡ その後､ 特別に作られた大きなチョコレート・エッグが校長

先生に手渡され､ オークションが始まった｡ その結果､ ビッグ・エッグは娘の同級生の父

親により 11ポンドで落札され､ 最高の盛り上がりの中で､ 春学期の授業が終了となった｡

(ｃ) 女王陛下のジュビリーの学習 (夏学期前半)

������������������
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���：ダイヤモンド・ジュビリーを祝うダンス・パフォーマンスの様子



私達が滞在した 2011 12年度は､ エリザベス女王の在位 60周年を祝うダイヤモンド・

ジュビリーとロンドン・オリンピックが開催された特別な年であったため､ トピックにも

それらが取り入れられていた｡

ダイヤモンド・ジュビリーの学習では､ エリザベス女王のことを学び､ 女王陛下が即位

した 1950年代の様子を学んだ｡ ジュビリー休暇 (公式行事が行われた 2012年 6月 2日か

ら 5日) 直前の最終登校日には､ ユニオンジャックにちなみ､ 服装は赤・青・白の何れか

の色の服を着てくるように学校から要請があり､ 校内にもユニオンジャックが溢れた｡

1950年代に流行していたパンチ＆ジュディショーを鑑賞し15)､ 記念マグカップの絵付け

をし､ お昼は全校児童が校庭でお弁当を食べるストリート (ガーデン)・パーティーを行っ

た16)｡ そして午後には保護者を招いて､ クラスごとのダンス・パフォーマンスが披露さ

れた｡ 娘のクラスは､ ユニオンジャックのマントをつけた担任のソフィと共に登場｡ 国歌

(������������������������������) のメロディが流れ､ 子供達はソフィに向かっ

て敬礼し､ 厳かな雰囲気で始まったが､ その後一転して､ 1970年代の����のヒット曲

�ダンシング・クイーン�が流れ､ 子供達のダンスが始まると保護者からも大歓声が上がっ

た｡

以上､ 紹介した学習内容はほんの一例であるが､ ���の教育は楽しんで体験しながら

学ぶことを重視していたといえる｡ 既に述べたように､ 教科書は一切使わない｡ レセプショ

ンから 1年生にかけてフォニックスを学ぶが､ その教材も藁半紙に印刷されたプリントの

����

15) パンチ＆ジュディショーとは､ ミスター・パンチとその妻ジュディを中心とした英国伝統
の人形 (パペット) 劇である｡ パンチとジュディの他にピエロ・医者・警官・ワニなどが登場
し､ パンチが他者とけんかをするのが定型であり､ プロフェッサーと呼ばれる一人の興行師に
よって全て演じられる｡ イタリアの道化芝居を起源としており､ 英国で最も古くは 350年前の
1662年 5月にコベントガーデンで上演されたという記録がある｡ 18世紀初頭にはマリオネッ
トの人形が使用されていたが､ 同世紀末には現在のようなグローブ型のパペットになった｡ ま
た､ 初めは大人向けの娯楽だったが､ 19世紀のビクトリア時代には子ども向けのものとなり､
この時代に余暇を海辺のリゾート地で過ごすことが流行したため､ 海岸での子どものお楽しみ
の定番として､ 1950 60年頃まで続いたという｡ その後､ 海岸リゾート地そのものの衰退とと
もに海岸でみられることは少なくなり､ 現在では､ 様々なイベントや学校､ あるいはバースディ・
パーティーなどに呼ばれて上演されている｡ ������������ ������������������������
������������������������������������������������

16) 英国では主要行事の際に､ ガーデンに留まらず､ 歩道や通行止めにした車道にテーブルを
出し､ 近隣住民がストリート・パーティーを開く伝統がある｡ 既に 1919年に､ 第一次世界大
戦の終結を祝うストリート・パーティが開かれ､ その後も 1935年のジョージ 5世の在位 25周
年､ 1937年のジョージ 6世の戴冠式など主要な王室行事の際に大小のストリート・パーティー
が各地で開かれてきた｡ ジュビリー休暇中の最大の企画は 6月 3日､ ロンドン中心部のピカデ
リーで開催された ｢ビッグ・ランチ｣ (500席､ 1時間交代制) で､ チャールズ皇太子夫妻の飛
び入り参加などが報じられた｡ �����������������������
������������������������������������������



みであった｡ ���では､ 各自のレベルに応じて勉強したことを絵や単語などで表し､ 冊

子のような形にまとめることが多かった｡ レセプションの終わりからアルファベットを書

く練習が始まり､ 1年生では短い文章を書くこともあるが､ 単語のスペルミスなどがあっ

ても直されずにそのままにされていた｡ また､ 宿題は春学期から課されるようになったが､

日本のように全員一律に同じことが課されるわけではない｡ ハーフタームごとに､ �4程

度の大きさの宿題ノートと学習トピックに関連して家庭学習として推奨する事項のリスト

が渡され､ タームの終わりにそのタームでやった宿題をまとめて提出するのである｡ リス

トの中からどれを宿題として取り組むかなどの判断は各家庭に委ねられる｡ 取り組んだ宿

題の量や内容は児童の能力に応じて家庭で判断すれば良いと考えられているようであった｡

( 4 ) 表彰制度と通知表

���では､ 下記のように児童を積極的に褒めるための機会も充実していた｡

① スター・サーティフィケイト

毎週各クラス 2名にスター・サーティフィケイト (������������������) が与えられる｡

その理由は､ 水泳を頑張ったとか､ 計算が良くできた､ 絵を上手に描けたなど様々である｡

全員にもれなく��を与えるように配慮されており､ 各児童は１年間に 2～ 3回もらえる｡

��が与えられると週に 1度の全校集会で表彰されるほか､ 毎週発行される学校通信にも

｢今週のスター・チルドレン｣ として名前が掲載される｡ 娘は､ 3月に ｢文字が良く書け

た｣､ 5月に ｢読み書きを頑張った｣､ そして 7月の終わりに ｢1年間の進歩がめざましかっ

た｣ というそれぞれの理由で 3回の��をもらった｡

② スマイリー・フェイス・サーティフィケイト

より日常的に､ 何か良くできたり､ 良いことをしたりした時には��より小さなスマイ

リー・フェイス・サーティフィケイト (������������������������) が与えられる｡ 娘

が最初にもらった���は､ 入学直後､ 学習アクティビティに参加したという理由による

ものであった｡ その後も､ お絵かきや文字を書くことなどで､ ���をもらっていた｡

③ 特別な配慮と特別な能力への対応

娘は���への編入当初､ 英語がほとんど話せなかったが､ 教師が日本人の上級生を通

������������������
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訳のために連れてきたのは 2回程度で､ 後は通常の授業の中で､ 教師や友人にフォローさ

れながら同じように過ごした｡ 春学期にはかなり英語にも慣れて来て､ 夏学期を迎えた頃

には積極的にコミュニケーションがとれるようになった｡ 娘のように読み書きの面で特別

な配慮 (������������) を必要とする児童の保護者には､ 子どもの読み書き能力の向上の

ために家庭学習での保護者の関わり方をアドバイスするセッションが週 1回､ 各回 30分

程度で､ 8週間にわたって開催された｡ 参加者はやはり英語を母国語としない保護者が多

かった｡

一方､ ���では､ 特別な能力 (�������������) を持つ児童に対して､ その能力をのば

すための配慮もなされている｡ 分野毎に特別に能力が高いと思われる児童をリストアップ

し､ その児童には能力に応じた特別な課題を与えている｡ そのリストは一定期間ごとに見

直され､ 対象となる児童のリストからの削除やリストへの追加が行われているとのことで

ある｡ また､ スポーツや音楽､ あるいはチェスなど様々な分野の試合やコンクールに参加

し､ 優秀な成績を収めた場合などには､ 学校へ報告するよう奨励されている｡

④ 1年間の通知表

日本の通知表に当たるようなものは､ 1年の最後に 1回だけ渡される｡ 秋学期と春学期

の終わりには通知表はなく､ 簡単な自己評価票 (�������������������) のみであり､

それは､ 次の 4項目から構成されていた｡

�������������� ��������

��������������������������������������������

��������������������������������������������

���������������������� ��������������

������������������������ ��������� ������������

③には先生によって現在の学習内容が記入 (シールが貼付) され､ ①､ ②､ ④を自分で

記入するようになっている｡ 娘の秋学期の自己評価票には､ ①には ｢お絵かき｣､ ②には

｢英語を話すこと｣ と書かれており､ 次の春学期の④では､ ｢達成できた｡ 英語の音をノー

トに書けるようになった｣ と記されていた｡

そして夏学期の終わり､ とはいえ最終日ではなく､ その 1週間ほど前に､ 1年間の通知

����
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表 (���������������������) が渡された｡ 通知表は､ タイトル及び顔写真が貼られた

表紙に次いで､ 1頁目に氏名・生年月日などの基本的データと校長先生のコメントが記さ

れ､ 2頁目からは､ ������������������������ ���������������������

������������������������������������������の 4項目に分かれ､ 担

任の先生によってそれぞれの項目について文章で詳細にコメントされていた｡ 生徒の良い

ところを見つけできるだけ褒めるのがイギリスの教育の基本にあるようであり､ 各項目に

ついて､ その子供が何ができるか､ 何を達成したかをみる絶対評価であるため､ 先生のコ

メントは褒め言葉に溢れていた｡

( 5 ) 学校行事

学期ごとに､ 寸劇・合唱・ダンスなどで構成されている発表会のようなイベントがあっ

た｡ 秋学期はクリスマス・コンサートとして学年全体でクレメント・ムーアの��������

��������������を17)､ 春学期はクラスごとの発表会として､ 娘のクラスでは子供達に人

気の絵本���� ���������� の内容を演じた｡ 最後の夏学期には､ ｢���18)と�����19)

が女王様を誘拐し､ 一緒に宇宙旅行をすることになったが､ エイリアンやモンスター､ 海

賊､ チョコレート売りなどに遭遇し､ 果たして女王様はオリンピックが始まる前に宇宙か

ら帰還できるのか……｣ というストーリー仕立てで 1年間の学習を振り返る内容を学年全

体で演じた｡

その他に､ カリキュラムに直接関わらないイベントも沢山あるが､ そうしたイベントは､

学校の自主財源を得るという目的が大きい｡ 冬と夏のフェア (バザー)20)はもとより､ イ

ンターナショナル・フード・デイ21)､ ガイ・フォークス・ナイトの花火大会22)､ クイズ・

������������������

����

17) この時期の学校で演じる劇の定番は ｢キリスト降誕 (��������)｣ であるが､ ���では､ そ
れは学期の最終日に先生方のオールキャストによって演じられたという｡ また､ クリスマスの
時期には､ パントマイムとよばれるコメディ要素の強い演劇が各地で上演される (ちなみに､
日本語のパントマイムは､ ピエロや大道芸人が行うパフォーマンスを意味するが､ それらは英
語ではマイムという)｡ 有名な童話のパロディのような内容で､ 観客との掛け合いを楽しむ参
加型のものが多い｡ 娘の学校でも劇場で ｢大きなかぶ｣ を鑑賞していた｡

18) 同名の人気絵本のドラゴンのキャラクター｡
19) ���の子供向けアニメ��������������の主人公で､ 宇宙船に乗って来たエイリアン｡
20) 物品の販売だけでなく､ 冬のクリスマス・フェアにはプロの劇団員によるパントマイム
｢狂った帽子屋のクリスマスお茶会｣ も上演された｡ 一方､ 夏のフェアには､ 移動遊園地でよ
く見られる野外遊具などが誘致されていた｡

21) 保護者が作った各国の料理が学校に寄付され､ ホールに並べられ､ 参加者は 3�5ポンドの入
場料を払って､ 様々な料理を賞味する｡

22) 17世紀初頭に､ ガイ・フォークスが国会議事堂の爆破を試みたが､ 事前に発覚して捉えら
れ､ 火あぶりの刑に処せられたことを起源とし､ 現在でも 11月 5日を中心に各地で花火大会
が開催されている｡

before Christmas



ナイト､ ディスコ・ナイトなどのイベントの入場料や参加料は学校の重要な収益になる｡

また､ ハーフ・タームごとの終了日の下校時のケーキ販売も保護者の寄付による｡ 学年ご

とに分担があり､ 担当の学年の時には､ 学校から ｢ケーキを焼いてきて下さい｡ できない

人は売り上げに貢献して下さい｣ と依頼される｡ このケーキ販売も学校の財源強化に少な

からず貢献しているという｡

( 6 ) 放課後の過ごし方

授業は午後 3時 15分に終了する｡ 放課後の児童を預かる日本の学童クラブに相当する

ものとしては､ アフター・スクール・クラブが学校のホールを利用して民間の外部団体に

よって運営されていた｡ しかしながら､ 定員が少なく常にウェイティングの状態であると

のことで､ 娘は利用できなかった｡ その他にも放課後の学校施設 (ホール､ 食堂､ 校庭な

ど) を利用して外部団体が運営しているクラブとしては､ ドラマ､ サッカー､ バレエ､ フ

ランス語､ クイズ､ 脳トレなどがあった｡ 授業終了後にそのまま学校で習い事ができ､ 送

迎が不要でお迎えの時間も遅くなるので､ 人気が高い｡ また､ 学校もこれらの団体が支払

う施設利用料が収入になる｡

一方､ 放課後､ 友達同士で遊ぶことをプレイデイトと言う｡ 学校への送迎が義務づけら

れている程なので､ 小学生の子どもだけで公園で遊んだりすることはなく､ 必ず保護者が

付き添っている｡ この地区の家のほとんどは広い庭があり､ 子どもがいる家庭は大抵庭に

滑り台やブランコ､ トランポリンなどの遊具を置いているので､ 放課後は公園よりも誰か

の家で遊ぶことが多い｡ プレイデイトの日は､ ホストとなる保護者が自分の子供と一緒に

プレイデイトに招く友達を学校から家に連れて帰る｡ そして､ 日本では遊びは夕食前に終

了するが､ 英国では夕食までホストの家で出すのが一般的であり､ 招待された子どもの親

は､ 子供達が夕食を食べ終わる 6時か 6時半頃に迎えに行くのである｡ 子供達の夕食を準

備するとなると気が張るように感じられるが､ 娘の友人宅の夕食はとても簡素で､ ピザや

パスタ (ソースを絡めただけの簡単なもの)､ 生人参のスティックかプチトマト､ ヨーグ

ルトやアイスなどのデザートなどが定番だった｡ しかし､ 我が家へ来る子供達は､ 英国で

も人気の ｢スシ｣ が食べられると期待する子が多く､ 夕食にスシを出さなくて落胆させて

しまったこともあった｡

プレイデイトは､ 子供達だけでなく､ 親同士も仲良くなれる良い機会である｡ 娘のプレ

イデイトを通じてわかったことは､ 私がネイティブだと思っていたお母さん達の多くが英

����



国生まれではなかったことである｡ 娘と最も仲良しだったアリエルの家族はイスラエルか

ら英国に来て 7年目になる｡ 将来的には祖国へ帰るだろうが､ 子供達の教育のためにしば

らくはロンドンで暮らすとのこと｡ ターリアの母親はインド南部の出身で､ ムスリムの父

とヒンズー教徒の母 (第二夫人) の間に生まれたが､ ロンドンの大学に留学して以来､ 英

国で生活の基盤を築いてきた｡ その夫､ つまりターリアの父親は英国生まれだが､ 父はイ

ンド人､ 母は中国人で､ 当時二人が住んでいた南アフリカ共和国では異民族の結婚が許さ

れていなかったため､ 英国に渡ったという｡ ジェームスの母親は 8歳の時にスペインから

の移民として英国に来た｡ 彼女は 6人兄弟で､ スペインで 6人の子供達を養うのは困難と

判断した父親が英国に職を求め､ その後家族で移住したそうだ｡ その他､ ケイティの母親

はクロアチア､ ミシェルの母親はポーランド､ カミリアの母親はリトアニア､ クリストファー

の母親はタイ､ イブラハムの家族はパキスタン､ ネイスンの母親は香港など……｡ 英国で

生まれ育った人の方が､ 実は少数派なのではないかと思われた｡ 娘の友人とその家族との

交流も貴重な経験であった｡

4 公立中学校での学習と生活

( 1 ) 中学校編入までの手続

娘の小学校編入に比べて息子の中学校の編入はこちらの期待以上にスムースに進んだ｡

ロンドンでの在外研究経験のある知り合いの教授から､ そのご子息が通った学校として紹

介されたのが､ クライスト・カレッジ・フィンチリー (以下､ ���とする) であった｡ 8

月末の渡英に先だって､ 春休みに家族で下見を兼ねてロンドンを訪れた際､ ���の見学

も申し込み､ 当日は副校長先生が対応してくれた｡ 息子の生年月日を確認し､ 私達の渡英

の目的などを尋ねた後､ 学校の特徴の説明や校内を案内してくれた｡ そして別れ際､ 副校

長先生は ｢本当にうちの学校に来たいのか｣ と尋ねたので､ 私達は力を込めて ����！�

と答えると､ ｢では､ 編入を許可しよう｣ と､ いとも簡単に受入先が決まってしまったの

である｡ 12歳の息子は 9月より 8年生に編入できることになった｡ ちなみに､ その後､

副校長先生は正式に編入を許可するレターを発行し､ 日本の住所宛に送付してくれたが､

レターの日付は私達が見学した 3月 30日であったにも関わらず､ それが私達の手元に届

いたのは､ 5月 18日だった｡ 学校の事務職員の問題なのか､ ロイヤルメールの問題なの

かはここでも不明である｡

������������������
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( 2 ) クライスト・カレッジ・フィンチリーの特徴

���は､ 1857年にフィンチリー・ホール・スクールと称する私立寄宿学校として創設

された歴史を持つ｡ 100年以上にわたってロンドン近郊で最大級の有名な寄宿学校の 1つ

であった｡ その後､ 公立中学校 (コンプリヘンシブ・スクール) に移行し､ 1991年には

校舎も現在の場所へ移転した｡ 現在は義務教育である 7年生から 11年生までの約 750名

の男子生徒と､ 義務教育後の 2年間のシックスフォームの約 200名の男女学生が学んでい

る｡ また､ 1994年に当時の保守党政権が､ 技術､ 外国語､ スポーツ､ 芸術の 4つの分野

についてスペシャリスト・スクール制度を創設し､ その制度を継承した労働党政権が､

2002年 9月より､ 新たな分野として理科､ 工学､ ビジネスと起業､ 数学とコンピュータ

を加えたが､ ���も数学とコンピュータのスペシャリスト・スクールになっていた｡ ス

ペシャリスト・スクールとはいえ､ 基本的には､ 普通の中学校と大きな違いはなく､ ナショ

ナル・カリキュラムに準拠した教育に加えて､ 専門とする教科の授業時間が週に数時間多

い程度である23)｡ さらに､ 2010年に政権に就いた保守党・自民党連立政権は､ それまで

貧困地区の学校に限られていた公設民営のアカデミーへの移行を全ての公立中学校で可能

としたため､ ロンドンの公立校の大半がアカデミーに移行した｡ アカデミーになると､ 自

治体から独立し､ 学校独自のカリキュラムや人事が可能となる24)｡ ���も息子が通った

2011 12年度よりアカデミーとなったが､ 息子の編入がバーネット区を通さずに副校長の

判断だけで可能になったのも､ その恩恵であったのではないかと考えられる｡ なお､ 中学

校でも学費は無料であり､ 教科書は貸与､ ノートは支給されたが､ 学校の基金として､ 1

年間で 60ポンドの寄付が求められた｡

���には､ 各学年に 2～3名の日本人がいたが､ 息子の同級生だけでもブルガリア人､

タイ人､ フィリピン人､ 中国人､ インド人､ パキスタン人などの友達がおり､ さながらイ

ンターナショナル・スクールのようだった｡ 校名の通り､ キリスト教系の学校としての歴

史から､ 現在でも毎週月曜の朝にはホールで礼拝のようなものがあるが､ 宗教の自由が認

められているので､ 出席は強制されないとのことであった｡

����

23) 全ての公立中学校は､ ①民間から 5万ポンドの資金調達の目処をつけること､ ②4年間の事
業計画を作成すること､ ③他の学校や地域との連携を視野に入れることを条件として､ スペシャ
リスト・スクールへの応募が可能であり､ 認定されると､ 政府から 10万ポンドの設備費と生
徒 1人あたり年間 123ポンド (1000名を上限) の追加補助が受けられた｡ 自治体国際化協会､
前掲書､ 29 31頁｡

24) 『朝日新聞』 2014年 1月 3日付朝刊｡



( 3 ) 学習内容

���では､ 毎日始業前と昼休み終了後に､ ホームルームで出席をとるが (午後にも出

席をとるのは､ 校外で昼食をとった生徒がそのまま学校に戻らなくなるのを防ぐため)､

その後は各教科の教室で授業を受ける｡ 習熟度別クラスがあったり､ 選択科目があったり

するので､ 各自の時間割がそれぞれ異なり､ 授業ごとに教室を移動する｡

7年生から 9年生までのカリキュラムは､ 英語､ 数学､ 科学､ 仏語／独語､ 歴史､ 地理､

体育､ 音楽､ 美術､ シティズンシップ､ �����2 �����､ 宗教教育､ ���デザイン､ テク

ノロジー (フード・テクノロジーを含む) といった科目から構成された｡ 美術､ 音楽､

���デザイン､ テクノロジー､ 宗教教育､ 体育を除いた残りの科目が理数系科目と人文

社会系科目とに分けられ､ それぞれが到達度に応じたクラス編成になっている｡ 息子は習

熟度別クラスを決めるテストを受けるため､ 始業式前日の 9月 5日の指定された時間に学

校に出向いたが､ 長時間待たされた末に､ ようやく ｢これから英語と数学のテストをする｣

と言われて��� (������������������������) の教師に案内されて部屋へ行ったもの

の､ その教師は途中でテストを実施するのが面倒になってしまったらしく､ テストは実施

されず､ 息子は一番下のクラスに入れられてしまった｡ そして､ 最初の 10日程度､ その

教師の下で英語に慣れるための特別授業を受けた後､ 徐々に各科目の普通の授業を受け始

めた｡ いくつかの科目について印象深かったエピソードを以下に綴ってみたい｡

(ａ) 数学・科学

習熟度別の一番下のクラスの数学の授業内容は日本の小学校中学年レベルで息子にはあ

まりに簡単すぎたため､ 学年主任の先生に手紙を書き､ 早い時期に理数系科目のみ一番上

のクラスに変更してもらった｡ 日本では数学は息子の苦手科目の筆頭であったが､ 秋学期

前半の終わりに受けた数学の試験で息子は学年で 2位となり､ ｢数学のできる日本人｣ と

認識されたようだった｡ 一番上のクラスであっても数学の授業内容はそれほど難しくなく､

息子には学校か小学校時代の塾で既習の内容ばかりだったという｡ また､ 数学とコンピュー

タのスペシャリスト・スクールだけのことはあり､ 数学の宿題はオンラインで提出するこ

とが多く､ 科学の試験はコンピュータでの受験だった｡ しかし､ 最初の科学の試験では､

コンピューターのバグで息子のアカウントが開かず､ 問題が解けないという災難に見舞わ

れた｡ このような時､ 日本ならば､ プリントした問題用紙に解答させるなどの対応をすべ
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きと考えられるが､ ���の科学の先生は何の対応もせず､ 成績は ｢評価不能｣ で終わっ

た｡

(ｂ) 英語

息子は理数系科目には比較的順調に適応できたものの､ 人文社会系科目の攻略はなかな

か難しかったようである｡ 特に､ 英語 (日本で言う国語) の授業では､ 詩の学習などはま

だ良かったが､ 秋学期後半に各教科で総合的にシェイクスピアの学習に取り組むと､ 英語

の時間はシェイクスピアの原文講読になり､ 息子にはお手上げだったため､ 再び特別クラ

スに戻り､ 現代英語による ｢マクベス｣ の講読に振り替えてもらうことになった｡ このター

ムは各教科でシェイクスピア三昧となり､ 例えば､ ドラマの時間には台本なしで ｢ハムレッ

ト｣ に取り組み､ 先生が ｢このシーンを演じて｣ と指示を出すと､ 生徒達はグループごと

に直ぐにアドリブで演じたという｡ このようにシェイクスピアの代表作の内容を知らない

と困ることが多いというので､ 主要 10話の概要を収録した日本語の児童書を早急に入手

して息子に与えたところ､ それが大変役に立ったらしく､ 珍しく息子から素直に感謝され

た｡ 例年はこのシェイクスピア学習の際に､ テムズ川南岸のグローブ座での観劇も加わる

そうだが､ その年はグローブ座が改修工事中で適わなかった｡

なお､ 帰国後のある日､ 息子は日本の国語の学習は物語や論説の一部を切り取り､ その

部分を詳細に読み解いていくものばかりだと指摘していた｡ 英国では､ 課題の本を一冊読

ませて､ その本全体についてどのように解釈するかを議論する方法が中心だったという｡

(ｃ) 歴史・地理

歴史や地理の授業では､ 各学期をさらに前後期に分けたハーフタームで 1つのテーマに

取り組むことが多く､ 歴史では､ ヘンリー 8世や帝国などについて､ 地理では､ 地球温暖

化や移民､ 2011年 7月のロンドン暴動などに取り組んでいた｡ これらの科目には､ リサー

チ・スキルの学習も含まれており､ 宿題は､ 各自が課題についてインターネットなどを使っ

て情報を集め､ パワーポイントでレポートを作り､ 授業で皆の前で報告するという形をと

ることが多かった｡ また､ レポートの返却の際には､ レベル別に詳細に示された評価基準

表がつけられてきた｡ さらに､ 歴史の授業にはエッセイの書き方の学習も含まれていた｡

ヘンリー 8世について学んだ秋学期前半の歴史の試験は､ ｢なぜヘンリー 8世は王として

より強力になったのかを論じなさい｣ という論述形式の問題だった｡ これは､ 事前に問題
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が公表され､ 生徒は答案の準備をすることが求められている｡ その際､ アセスメント・ヘ

ルプ・シートとして､ 以下のような内容の､ ｢����？�エッセイの書き方｣ が教示されて

いる｡

【��������������������������������？������】

タイトル：なぜヘンリー 8世は王としてより強力になったのか

イントロダクション エッセイの中に書きなさい

・３つの異なる理由を見つけること

・なぜそれらがヘンリー 8世をより強力にしたのか説明すること

・どの理由が最も重要であったかを決めること

パラグラフ 忘れずに ポイント・エビデンス・説明

・それぞれの理由に１つのパラグラフ (少なくとも 3つのパラグラフ)

・それぞれのパラグラフであなたの理由が何かを示すこと

・それぞれの理由がなぜヘンリー 8世をより強力にさせたのかを説明すること

(������� という言葉を使うことを忘れずに)

・ (他の理由と比較して) その理由がいかに重要かを示すこと

・ (できれば) それを他の理由と結びつけること

結論

・理由を要約する

・どの理由が最も重要であるかを示し､ その理由を説明する

以上のようなヘルプ・シートに従って､ 生徒達は試験準備をするが､ そうした作業を通

じてエッセイの書き方を体得していくのである｡ こうした訓練を既に中等教育の段階で行

う効果は非常に大きいと考えられる｡

(ｄ) ドラマ

ドラマの授業についてはシェイクスピアの演技で既に触れたが､ 日本にはない科目なの

で､ 非常に興味深く感じられた｡ 後述する息子の学年末の成績表におけるドラマの先生の

コメントには ｢(息子は) 優れた演技力がある｡ 彼は想像力と直感力のあるドラマ・クリ

エイターである｡ 今後の目標としては､ 観客に与えるインパクトを考えながら､ 作品を効
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果的に作り上げるようにドラマの技巧を用いること｡ ドラマの必須用語を使って､ 他人の

作品を評価すること｣ とあった｡ このことから､ 観客への見せ方や技巧を使う効果を意識

しながら演じる能力を培うことが目指されていることがわかる｡ そうした能力を養成する

ことによって､ 演説やプレゼンテーションの上手さに結びつくのだと考えられる｡ また､

ドラマの時間はディベートの練習という機能も果たしていた｡ 春学期前半の課題は､ ボク

サーになりたい息子､ 反対する父親､ 賛成する叔父という設定の 3人 1組で､ その 3人の

やりとりを演じるものだった｡ 最初の時間はとりあえず演じさせ､ その後､ 宿題で各主張

を裏付けるデータを集めさせる｡ 例えば､ ｢ボクシングは危険だ｣ という父親の主張に関

しては､ 事故の発生率や死亡者数などのデータを集め､ ｢ボクサーは高い賞金が稼げる｣

という息子の主張に関しては､ チャンピオンの賞金額を調べておく｡ さらにその反論のた

めに､ ボクサーの平均年収などのデータを集めるのである｡ そして､ これらのエビデンス

に基づいて再度 3人でやりとりを演じ､ どの 3人組の演技 (議論) が良かったかを競わせ

るものだった｡ こうした練習を通じて討論の技術を体得していくのだと考えられた｡
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(ｅ) テクノロジー

テクノロジーの授業では､ ポップ・アップ・カード作りや木工のおもちゃ製作､ 電気工

作などを行っていたが､ この授業の中には､ フード・テクノロジーとして調理実習が含ま

れており､ パスタサラダやアップル・クランブルなどを作っていた｡ 日本では調理実習の

後はその場で試食会となるが､ ���では作ったものをタッパーに入れて持ち帰ってくる｡

また息子によれば､ 実習を通じて食習慣の違いを痛感したという｡ 同級生たちは野菜を洗

わず､ インゲンやグリンピースも生のままで食べる｡ また､ 食器を洗う際には､ シンクに

栓をして水を溜め､ その中に洗剤を入れて汚れた食器を沈めた後､ 再び食器を取り出して

布巾で拭いて完了する｡ お皿をきれいな水で濯がないということに大いにショックを受け

たようだ｡ 息子からその話を聞いて､ 英国の台所のシンクがとても浅いのは､ シンクがそ

のまま日本の洗い桶の役割を果たしているからだということに気づいた｡

その他にも､ ホームページの作成などを行った���デザイン､ ｢神が実在することを証

明するにはどのような方法があるか｣ という問いに対する答えが宿題として課され､ 家族

中で頭を抱えた宗教教育など､ 息子から間接的に聞く内容ではあったが､ 印象深い学習内

容が多かった｡

ちなみに､ ���でも日本の保護者会のような機会はなかったが､ 代わりに年に一度､

ペアレンツ・ナイトとよばれる催しがあった｡ 学校の食堂 (ホール) が会場となり､ 会場

入口で､ 生徒ごとの各科目の担当教員の名前のリストを受け取る｡ 保護者はそのリストを

手がかりに､ 科目ごとに並んで座っている教員を訪ね､ 息子の普段の学習の様子などの話

を聞くのである｡ たいてい本人も保護者と一緒に教員の机をまわり､ 教員の話を聞いてい

た｡ 中学校でも先生方は生徒の良いところを見つけて大いに褒めてくれるようだった｡

( 4 ) 表彰・報奨・通知表

中学校にも下記の通り､ 様々な表彰制度があり､ 大変興味深かった｡

① 推賞 (������������)・減点 (���������)・居残り (���������)

教員が生徒の日常的な授業態度に対して与えるのが､ 推賞・減点・居残りという評価で

ある｡ ｢推賞｣ は､ 良い発言をした､ 宿題を頑張った､ 先生の手伝いをした等々でもらえ､

逆に､ 授業中にふざけたり､ 宿題を忘れたりすると､ 程度に応じて ｢減点｣ や ｢居残り｣
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をもらうことになる｡ これらの評価は､ 各自の生徒手帳 (�����) に先生が直接記入する｡

そして､ 学期ごとに各生徒に与えられたこれらの評価の数をクラス単位で集計してクラス

の総得点を出し､ 得点が最も高いクラスが次の学期の最初に表彰される｡ 映画 ｢ハリーポッ

ター｣ の中にも､ 先生が生徒に ������������と言っていたり､ グリフィンドールやスリ

ザリンなどの学寮ごとに点数を競うシーンがあったが､ そのようなものだそうだ｡ しかし､

これらの評価が出される基準は極めて曖昧で､ 先生のその日の気分などによって､ 同じこ

とをしてもこれらの評価が与えられたり､ 与えられなかったりするという｡

② スターフォーム (��������)

推賞・減点・居残りが主に授業態度や取り組みへの評価であるのに対し､ 成績に関わる

ような学習内容を褒賞する際に発行されるのが､ スターフォームである｡ 息子の場合は､

｢多くの科目で新年度の良いスタートを切った｣ ｢超音波に関するプレゼンテーションが優

れていた｣ ｢地理のレポートが優秀だった｣ 等の理由で 1年間で 10枚のスターフォームを

もらった｡ しかし､ その発行の基準が曖昧であるのは推賞等の評価と同様である｡ ともあ

れ､ 教科担当の先生よりスターフォームが与えられると､ 学年主任 (���������������)

の先生に報告され､ 学年主任から保護者宛に直接フォームが郵送される｡ 同時に､ スター

フォームが 1枚発行されるとカレッジポイントが 1点加算される｡ 各生徒が 1年間に獲得

したカレッジポイントは､ 後述する学年末の表彰等の際に考慮される｡

③ 科目賞 (������������)

また､ 毎学期､ 各科目で数名が科目賞として表彰される｡ こちらも基準は不明確である

が､ 単に成績上位者という相対評価だけではなく､ 進歩が著しかった者という絶対評価も

含まれているようである｡ 息子は春学期 (1月～3月) に歴史､ 地理､ ドイツ語､ �非母国

語) 英語 (���)､ 技術の 5科目でこの賞をもらったが､ 一度に 5科目というのはそれな

りに快挙であったらしい｡

④ アチーブメント＆プログレス表彰式 (������������������������������)

2011 12年度の終了日前日の 7月 19日､ この 1年間で学業やスポーツ､ その他の課外

活動などでめざましい進歩を遂げたり､ 優秀な成績を納めた生徒が表彰される式典があっ

た｡ 7年生から 10年生までの 4学年合同で､ プログレスでは息子を含む 52名が､ アチー
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ブメントでは 67名が表彰された｡

この表彰式には､ 表彰される生徒 1人につき 2名までの保護者も参加することが許され､

イスが並べられた講堂では前方に表彰される生徒が並び､ 後方に保護者が座った｡ 表彰式

では､ 数名ごとに名前が呼ばれ､ 壇上に上がって１人ずつ来賓の方から (なぜか校長先生

からではない) 表彰状をいただく｡ その後､ 来賓と校長先生のお話があり､ １時間ほどで

式は終了した｡ この表彰式には､ 表彰される生徒とその保護者と僅かな教職員のみが出席

し､ 他の生徒は教室で通常の授業を受けている｡ 日本ならば､ このような表彰は､ 生徒全

員が参加する学年末の終業式に行われるところであろう｡ いずれにせよ､ 中学校にはなか

なか出向く機会がなかったため､ 最後に校内を見る良い機会となった｡

⑤ 様々な報奨

学業やスポーツなどで表彰を受ける生徒には､ 年度末に沢山のご褒美がある｡

日本人の感覚として､ 最も理解しがたかったのが､ 学年毎に約 30名の生徒が､ 平日の

授業時間中に学校が用意したチャーターバスでロンドン郊外にあるソープパーク

(����������) という遊園地に遊びに行ける権利を与えられるというものであった｡ ｢権

利を与えられる｣ と表現する理由は､ ご褒美として無料で行かせてくれるわけではなく､

その費用 29ポンドは各家庭で負担するからである｡ 学校で他の生徒は授業を受けている

のに､ わざわざお金を払って遊園地へ遊びに行かせることには大きな違和感があった｡ ま

た､ 誰がこの権利を得るかは各教科の成績やスターフォームの数などで判断されるようだ

が､ スポーツやその他の課外活動での活躍も選考の対象となり､ さらに学業での絶対評価

(意欲的に取り組み成績が向上したなど) も含まれるため､ 当落を決めるラインは非常に

曖昧であり､ 選出の方法は不透明である｡ 誰もが納得する生徒はともかく､ ボーダーライ

ン付近の生徒になると､ ｢なぜアイツが選ばれてオレが選ばれないんだ｣ という不満も当

然出て来るが､ 先生方はそのような不満は完全に無視している｡ さらに､ 当日はバスに乗

り込む際､ 引率の先生がきちんと参加者名簿と本人の照合をしないために､ 参加があり得

ない生徒数名が参加者のふりをしてこっそりバスに乗り込み､ 一日遊んで帰って来たとい

う｡ その一方で､ ソープ・パークへ行く権利を得た生徒の中に､ 内戦の続くアフガニスタ

ンからパキスタンへ逃れ､ さらにパキスタンでも情勢が悪化したために英国へ来たという

生徒がいたが､ その生徒はおそらく経済的な事情から､ 遠足へ行くのを辞退したそうだ｡

低所得家庭の生徒には無料で昼食を食べられるフリー・ミールの制度などがあったが､ こ
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の遠足に関しては､ 金銭的に余裕のない家庭の生徒への配慮等は全く無く､ こうした報奨

の仕方については､ 終始疑問が残った｡

このほかにも､ 成績・スポーツ優秀者たちは､ 6月下旬の土日を含む 4日間､ 複数の中

学校の生徒が交流できるジュニア・リーダー合宿への招待 (こちらは自己負担はない｡ ほ

とんど全日フットボールとクリケットをして過ごしたとのこと) や､ ロンドン・オリンピッ

ク観戦 (ロンドン・オリンピックの開幕間近に､ ボリス・ロンドン市長は､ 余ったチケッ

トをロンドン市内の公立小中学校に無料配布し､ ���ではそれを表彰された生徒に割り

当てた) などがあった｡

⑥ 成績表

学年の終わりにもらった成績表は､ 美術､ テクノロジー､ ドラマ､ 英語 (国語)､ 地理､

ドイツ語､ 歴史､ ���､ 数学､ 音楽､ 体育､ 宗教､ 科学という 13の科目ごとに､ 宿題

(��������)､ 行動 (���������)､ 努力 (������)､ 参加 (�������������)､ 構成 (��������

����)の 5項目について､ 優 (������������������������)､ 良 (�������������������､

可 (������������) のいずれかの成績が付けられるものだった｡ また､ 各科目の����と

いう項目には 3�から 7�(3�と 7�がつけられることはほとんど無いらしいので､ 実質

的には 3�から 7�) までのいずれかの成績が付けられ､ さらに担当の先生の詳細なコメ

ントが記される｡ そして最後に､ クラス担任 (���� �����) と学年主任 (��������

�������) の先生のコメントが加えられる｡ 先生方のコメントは基本的に褒め言葉ばかり

で､ できること､ できるようになったことを大いに認めてくれるものだった｡

( 5 ) ロンドンならではの体験

息子が英国の公立中学校に通った１年間の沢山の経験の中で､ 親の立場から見て最も良

かったと思えるのは､ 様々なバックグラウンドを持つ友人､ とりわけ日本では出会う機会

の少ないアフリカ出身者やイスラムの友人達と過ごせたことではなかったかと思われる｡

内戦の続くソマリアの中に建国されたものの､ 未だ国家として承認されていないソマリ

ランドから 5年前に英国に来た友人は､ 自分の母国をソマリアではなくソマリランドだと

言って譲らず､ そのために､ ソマリランドを認めないソマリア出身の生徒と仲が悪く､ し

ばしば喧嘩をしていたという｡ 彼は英国に来る前に母国で十分な教育を受ける機会がなかっ

たためか､ 基礎学力も運動能力も同級生よりかなり劣っており (しかし真面目に勉学に取
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り組んでいるので､ 先述のプログレス表彰を受けている)､ 数学の女性教師が ｢貧しいソ

マリアから来たから勉強ができなくても仕方がない｣ という趣旨の発言をしたとき､ 彼は､

自分はソマリアではなくソマリランドの出身だと反論した｡ しかし､ その数学教師は ｢そ

んな国は存在しない！｣ と言い返し､ 彼をひどく傷つけたという｡ その教師は生徒達の間

でレイシストと呼ばれていた｡

パキスタンから来た友人は､ 父親が医者という裕福な家庭で育ち､ 渡英後も父親は

���の医師として勤務しているとのことで､ 彼自身も勉強が良くできたが､ 米国とユダ

ヤ人を強く嫌悪していた｡ 息子がうっかり学校に履いていった私服用の靴下の柄の中に

��������という言葉がプリントされているのを見て､ ｢おまえは親米派だな｣ と責められ

という｡ また､ イスラム教徒は戒律により豚肉及び豚肉製品を食べないが､ ある日イスラ

ム教徒の別の友人が息子の弁当に入っていた餃子を珍しがって勝手に食べた後､ 非常に動

揺しながら中身は豚肉ではないか尋ねてきたという｡ 餃子の具には豚肉が含まれており､

息子もそれを知っていたが､ 彼を苦しませないように鶏肉だと言い張ったという｡

さらに､ イスラム教徒はラマダーン (ビジュラ歴＝イスラム歴の 9月) の日の出から日

没までの間､ 断食 (����) をする義務がある｡ 2012年のラマダーンは 7月 20日から 8月

18日であり､ この時期に息子は学外の卓球クラブのサマー・キャンプに参加していた｡

その参加者の中にもイスラム教徒がおり､ 暑い夏の数時間に及ぶ練習中､ 水分補給さえ全

くしなかったという｡ 非教徒で世俗主義の思想が浸透している我々には極めて非合理的に

見える行為も､ 信仰を持つ者にとっては重要な意味があり､ そうした信仰は尊重しなけれ

ばいけないのだと､ 息子のみならず私自身も感じた出来事だった25)｡

娘が通っていた小学校も国際色豊かであったが､ まだ低学年ということもあってか､ 子

供達は民族や宗教にこだわりなく過ごしていたように見えた｡ しかし､ 中学生になると､

祖国や宗教､ 民族といったバックグラウンドが彼らのアイデンティティの形成に大きく影

響しており､ 同級生同士の人間関係にもそれらの対立が大いに反映されていたように思わ

れる｡ 世界中から多くの移民を受け入れている英国､ その中でも移民の比率が特に高い首
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25) なお､ 2012年 7月 27日から 8月 12日まで開催されたロンドン・オリンピックもラマダン
期間中に入るために､ イスラム教徒の選手達の断食が問題になった｡ イスラム教では､ 断食の
除外対象として旅行者､ 戦場の兵士､ 健康に危険がある場合などを例示しているが､ 統一見解
を示す世界的な組織などはない｡ エジプトのイスラム教最高権威アリ・ゴマー師は､ ロンドン
五輪に参加している選手は旅行中に当たり､ 日中も飲食が許されるとのファトワ (宗教見解)
を出したが､ 最終的には各選手の判断に委ねられた｡
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都ロンドンならではの貴重な経験であったと思う｡

終わりに

以上､ 1年間のロンドン滞在中に､ 子供達の学校生活を通じて経験したこと､ 感じたこ

とを述べてきた｡ 子供達が通っていた小学校､ 中学校のどちらにおいても､ 日本の学校で

日常的にみられる､ ドリルなどで沢山の練習問題を課すなどの反復学習により基礎力の構

築を目指すような教育はみられなかった｡ 日本で学んで来た者からみると､ それで大丈夫

なのかと不安に感じる程である｡ 短期間のうちに社会全体の教育水準を上げるためには､

日本のような教育が確実で望ましいと考えられる｡ しかしながら､ 英国では､ 学習の評価

方法も絶対評価が基本にあり､ 各児童・生徒について何ができたか､ どれだけの進歩があっ

たかなどを他者との比較なしに肯定的に捉える姿勢がある｡ それは､ 過度な競争意識の醸

成や幼い時期から勉強嫌いになるのを避けるのに効果的かもしれない｡ そして､ 自主的に

物事を考え､ それを表現して他者とのコミュニケーションを構築していくという観点から

見れば､ 日本の教育よりも英国の教育の方がはるかに優れている｡ 小学生のうちから､ 表

現することが重視され､ 中学生にもなれば､ 情報収集の方法やエッセイの書き方､ プレゼ

ンテーションの仕方など､ 日本の大学 1年生が学んでいるような内容を既に学んでいるの

である｡ 確かにそれらは､ 高等教育を迎える前に学ぶことが可能であり､ また望ましいと

思われる｡ 英国の公立学校の初等中等教育を観察したことにより､ 日本の教育をより客観

的に捉えられるようになったと感じている｡

最後に､ 長期在外研究員制度を通じてこのような貴重な機会を与えて下さった専修大学

と､ 在外研究を様々な形でご支援下さった教職員の皆様に改めて謝意を表したい｡

また､ 私事で恐縮であるが､ 1年間現地校に通ってくれた息子と娘にも心からありがと

うと言いたい｡ 彼らは､ 勝手のわからない現地校に放り込まれ､ 1年間頑張って過ごし､

友人もでき授業にも慣れて学校生活が充実してきたところで再び帰国せざるを得なかった

ので､ 貴重な経験が得られた反面､ 様々な面で大きなストレスがあったと思われる｡ 子供

達の世話で研究のための時間が削られたのも事実であるが､ 彼らの学校生活なくしては知

り得なかった英国の文化や伝統､ 情報や人との出会いなどは､ 大学を中心とする研究環境

において得られた学問的知見と同等に貴重であり､ 私の在外研究を豊かにしてくれたと思っ

ている｡
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